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　いきいきとした北部丘陵地域のまちづくりのため、昨年から検討を重ねてきまし
たが、この度計画（案）がまとまりました。

改定のポイント
○「都市をつくる」視点を転換し、「成熟した都市の質を高める時代の
都市計画マスタープラン」へ
○「テーマ別まちづくり方針」の策定
○今後１０年で重点的に取り組むエリア・施策の明示
○施策実現のための仕組みの構築

将来都市像
　「環境文化を育む魅力ある質の高い生活都市」
　「自然環境都市」「商都」「住宅都市」という個性を重視し、「高質な
生活都市」としての発展をめざします。

テーマ別まちづくり方針
　将来都市像や空間構造の実現のため、次の５つのまちづくりテーマ
に着目し、施策の方向性を示します。
○にぎわいと交流を創出するまちづくり（拠点活性化）
○安全安心のまちづくり（防災・防犯）
○環境にやさしいまちづくり（環境先進都市）
○自然を活かすまちづくり（みどりとの共存）
○住みつづけたいまちづくり（住環境・コミュニティ）

重点的に取り組むエリア・施策
　まちづくりの計画的な推進を図るための「アクションエリア」と、都
市計画制度等の積極的活用のための重点的な取り組みを明示します。

施策実現のための仕組み
　「全体構想編」「地域別構想編」「実施方針編」の３部構成とし、見直
し時期を分けることで、施策の実施などに迅速に対応できる体制を整
えます。
※「地域別構想編」は、今回の改定に引き続いて改定作業に着手します。

計画の必要性
　地域の生活環境向上などの課題解消を始め、地域が持つ価値や魅力をさらに
磨き、いきいきとしたまちづくりにつなげるための明確な目標像やその実現の
ための道筋を示した計画が必要となっています。

目標像
「人と人が育む、美しく、いきいきとした　町田ならではの里山」

基本方針
○町田ならではの里山を創造する担い手を育む
○いきいきと住み続けられる環境を整える
○かけがえのない多摩丘陵の風景を将来に引き継ぐ
○資源を磨き「地域力」を発信する

４つのプロジェクトで多様な事業を展開
　４つのプロジェクトを掲げ、地域住民を始め多様な担い手とともに取り組ん
でいきます。
①担い手確保・育成プロジェクト：地域の皆さんとともに北部丘陵を担う人材
を呼び込み、育成します。

②生活・なりわい環境整備プロジェクト：地域の暮らしが豊かになるよう、交
通アクセスの改善や営農環境の改善を図ります。

③風景継承プロジェクト：重要な緑や美しい丘陵景観の保全・再生を図ります。
④地域力発信プロジェクト：北部丘陵の魅力を磨き、観光・交流を図る事業や、
情報発信をしていきます。

先行事業実施地域におけるプロジェクトの展開
　４つのプロジェクトに基づく事業は、北部丘陵の各所で実施することを想定
していますが、小山田地域及び小野路地域は、既に先行的に一部事業を実施し
ていることと、市有地を先導的に活用していくために、この２地域を先行事業
実施地域としてプロジェクトを展開していきます。

　地域や社会の動向変化を踏まえ、市の新たな将来像を明確にし、時代に
対応した計画を市民の皆さんと共有していくため、改定を行うものです。
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